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第 3 章においては，結晶l生評価の手段として X 線回折顕微法をとり上げた理由を述べ，これによる
結晶性評価の方法を詳述している。
第 4 章では， x 線回折顕微法による多くの単結晶の観察結果に基づき 育成条件と結晶完全性との
関係をしらべた結果を述べている。先ず\育成結晶の欠陥構造は育成長さと共に簡単化し， 20mmほど
の長さ(直径 500μm の場合)で一定の構造になること，融液浮遊物の存在は弾性歪を誘起するのみ








第 6章においては，無転位 Nb 単結晶の室温での不均一変形の伝播と低温での破断現象とについて
述べている。前者に関してはX線回折顕微法による塑性帯背後の歪分布の決定法を述べ，塑性帯の伝




原子力工学の各分野にわいて， V, Nb, Mo，など体心立方金属の果す役割が大きくなることが予想








その結果，無転位 Nb 単結晶を得るに成功しているが，その無転位状態を X線トポグラフにより証
明し，さらに低温破断においても無転位単結晶特有の加工硬化を伴わない破断を認めている。
以上のように本論文は，今まで単に実験技術の枠を出なかった単結晶作製を工学の位置に高めたも
ので，材料工学ならびに原子力工学の発展に多大の貢献をもたらすものである。よって本論文は博士
論文として価{直あるものと認Jめる。
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